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大根コンプロジェクト,  来渡ハウス,  斉吉商店「ばっぱの台所」,  泉田家弐番蔵,  Sumita音楽サークル「音蔵」,  No.3 Gallery

〈三陸、地域のお祭り〉 8月16日（土） 『第40回三陸港まつり』  at  大船渡市三陸町「越喜来中学校グランド」 
〈三陸とアジア1〉 8月17日（日） 『三陸気仙地域とインドネシア、郷土芸能でつながる』  at  陸前高田市「気仙大工左官伝承館」（限定300人、要整理券）

〈三陸とアジア2〉 8月18日（月） 『バリ蔵 in Sumita Clutch 』 at  住田町「Sumita Clutch」
〈三陸とアジア3〉 8月19日（火） 『気仙沼 BALINIGHT』」  at  気仙沼市「斉吉商店“ばっぱの台所”」「K-port」
〈三陸と交流〉 8月20日（水）・21日（木） 『習いに行くぜ！東北へ‼ ──川原鎧剣舞、バリ舞踊を習う』 at  大船渡市「リアスホール」
〈三陸が輝く〉 8月18日（月）－22日（金） 『イッセー尾形の演出家・森田雄三と三陸の人たちで芝居を創る』 at  大船渡市「リアスホール」
〈三陸から世界へ〉 8月23日（土） 『三陸・韓国・インドネシア、郷土芸能の競演』 at  大船渡市末崎町「碁石海岸キャンプ場」等
〈三陸の未来へ〉 8月24日（日） シンポジウム『文化芸術による、未来のまち創造へ』 at  大船渡市盛町「No.3 Gallery隣二号蔵」 
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〈三陸の未来へ〉

シンポジウム
「文化芸術による、
未来のまち創造へ」
日時：8月24 日（日）14:00-16:00  

  　交流会　16:00-18:00
会場：大船渡市盛町「No.3 Gallery隣 二号蔵」
住所：岩手県大船渡市盛町字町6-23
協力：Archi Jam

参加費：無料

8日間にわたり繰り広げられた芸術祭を写真と映像で振
り返りながら、次回の芸術祭開催に向けてのシンポジウ
ムを、ゲストを迎えて行います。今回行ってみて、どの
ような可能性を感じたか、見えてきたかなど、出演者、
観客、地域の団体などを交えて、話し合います。文化芸
術の力で未来のまちづくりを行うために必要なこと、次
回はこんなことを試みたいなど、次回開催に向けて第一
回目の企画会議です。どなたでも参加して発言できます
ので、皆様のご参加をお待ちしています。シンポジウム
終了後、交流会もありますので、多くの方々と知り合っ
てください！！

◎ゲストスピーカー 
赤坂憲雄（民俗学・学習院大学教授・福島県立博物館館長） 
加藤種男（（公社）企業メセナ協議会専務理事） 
吉本光宏（ニッセイ基礎研究所 研究理事）

三陸で文化芸術に関わる団体、個人の方々など

 ※8月23日（土）のプログラムが順延となった場合は、会場・時
間を変更させていただきます。詳細はウェブサイトにてご案内
いたします。

〈三陸と交流〉

習いに行くぜ！
東北へ‼ 
─川原鎧剣舞、
バリ舞踊を習う（参加者募集） 

日時：8月20日（水）・21日（木）
バリ舞踊＋ガムランを習う　17:00-19:00
川原鎧剣舞を習う　19:30-21:30

会場：大船渡市「リアスホール」
住所：岩手県大船渡市盛町字下舘下18-1

東北の盆踊りや郷土芸能を全国の人が習いに行く「習い
に行くぜ！東北へ‼」第三弾をお届けします。今回はス
ペシャル国際企画として、地元・大船渡市立根（たっこん）
の『川原鎧剣舞』とインドネシアの『バリ舞踊とガムラン』
の豪華2本立て。観るだけではなく、ぜひこの芸術祭の
中で体験してください。なかなかこんな機会はないです
よ。何年か後には、あなたもその中で踊っているかも⁉

■参加費：1000円（それぞれ2日間通しで）

■定員：各20名（定員になり次第締め切りとさせていただきます）
■申込み先：サンフェス事務局

〈三陸が輝く〉

イッセー尾形の
演出家・森田雄三
と三陸の人たちで
芝居を創る（出演者募集！）

今回の芸術祭では、地元の郷土芸能の出演だけではなく、
一般の方も演劇やダンスに出演者として参加して、その
楽しさを感じていただきたいと思いました。森田さんは、
イッセー尾形さんの一人芝居を40年にわたり作ってきて、
並行して全国で一般の方々と芝居を作り続けている方で
す。役柄や台本はいっさいありません。演劇に関する経
験も全く必要としません。参加された方々との対話の中
でそれぞれのテーマやストーリーを見つけ、ゼロから物
語を組み立てていきます。森田さん“初”の岩手県でのワー
クショップ＋公演です。ぜひ皆様ご参加ください。

日時：8月18日（月）－21日（木）ワークショップ（稽古）
午後の部 14-17時
夜の部 18-21時（どちらかにご参加ください）

8月22日（金）発表公演
10:00－リハーサル、19:00－発表公演

会場：大船渡市「リアスホール」（19日のみ来渡ハウス）
住所：岩手県大船渡市盛町字下舘下18-1（リアスホール）
岩手県大船渡市盛町権現堂1-1（来渡ハウス）

■参加者：どなたでも
■参加形式：遅刻、欠席、早退自由
■定員：何人でも
■参加費：1000円（5日間で）

■申し込み先：サンフェス事務局

森田雄三（演出家）
昭和21 年石川平野のど真ん中、田ん
ぼしかない集落に生まれる。昭和40年
ほぼインチキの演劇学校「アクターズ
スタジオ」を手伝う。19 歳のイッセー
尾形がやってくる。昭和45 年初戯曲
「ボクシング悲歌」を演出。結婚し、結
婚資金と女房の稼ぎをあてに、前衛演
劇をどんどん演出。昭和55 年芝居を
最後にするつもりで、長男の誕生祝い
金を使ってイッセー尾形の一人芝居を

公演。これが現在に続く。昭和61 年骨肉腫で、左膝の骨を切断、
除去。平成2 年新しい演劇を作ろうと「イッセー尾形プラスワン
シアター」を試みる。ゲストは桃井かおりさん、小松政夫さん。「イッ
セー尾形都市生活カタログ」は地方や海外でも公演。平成17 年「演
出家森田さんのイッセー尾形ができるまで」と題し、地元の方と
4 日間で芝居を創り上げるワークショップを全国で行う。平成
18 年スイス国立演劇学校の教授となる。平成19 年森田雄三「間
のとれる人　間抜けな人」を執筆。「雄三語録」ブログを毎日書き
はじめる。平成24 年「まだ見ぬさゆり」と題した石川さゆりさん
のコンサートを演出。平成25 年雄三語録ブログ本「人生は、な
んとかなるもんである」をPHP 研究所より発行。

〈三陸から世界へ〉

三陸・韓国・
インドネシア、
郷土芸能の競演
海や山と生きる人、そして自然を抱えて生まれてきた芸能。
人と自然の関係と、人と世界の関係を、私たちの身体の
感覚を研ぎ澄ましながら、見つめていきます。 
眼に見えないものたちの世界と、コミュニケーションし
ていくために。 

日時：     8月23日（土）13:00-20:00
    （大雨の場合、24日に延期）
会場：      大船渡市末崎町：碁石海岸キャンプ場、
     レストハウス前広場、世界の椿館ミニステージなど、
     キャンプ場界隈のエリア一帯
住所：     大船渡市末崎町字大浜221-68
    （碁石海岸キャンプ場） 
参加費：無料 

〈昼の部〉

碁石海岸虎舞競演会（連携企画）
主催：大船渡市郷土芸能活性化事業実行委員会
会場：レストハウス前広場

三陸沿岸北から南に個性豊かに分布する郷土芸能「虎舞」
が一堂に会するイベントです。陽気な調べの横笛、パワ
フルで小気味良い太鼓とかけ声にあわせ、勇壮に舞い踊
る、その姿はまさに東北沿岸に生きる人々を表すかのよ
う。碁石の荒々しい自然を背景に繰り広げられる一大ス
ペクタクルです。

◎虎舞とは？ 

「虎舞」とはまさに虎の容姿をして舞い踊ることから来た名称で、
東北地方の山伏・修験者たちが最高神として崇めてきた獅子頭、
いわゆる権現様と呼ばれ親しまれている「大神楽」の獅子から、よ
りリアルな虎頭に変化していったと考えられている。虎は「千里
駆けて千里帰る」ほど勢いがある動物、「板子一枚下は地獄」とい
う危険と常に背中合わせの漁師たちは、その命を守るため虎の
威を借りてきたのである。虎舞が海の男たちに大事にされ愛さ
れている一つの理由である。三陸沿岸に特有な虎舞といっても、
沿岸北部と沿岸南部では藩の違いにもよるが、形態が異なる。沿
岸北部は虎そのものの頭や胴体幕に男たちが入り、笛や太鼓の
テンポ良い囃子とともに荒々しく舞う。祭りの華である虎舞に
は若者たちが熱中し、今も活きている芸能である。沿岸南部の
気仙地方を見ると、写実的な虎頭もあるが、虎舞といいながら、
赤色や黒色のどう見ても獅子頭（権現頭）に近い容貌をしている
ものが多い。激しく優雅に打ち鳴らされる太鼓や笛の囃子にのせ、
肩ぐるまをして高い姿勢で踊るものや、「はしご虎舞」と称して高
いはしごの上で舞い踊るなど、アクロバティックな演技を行う
ものもある。沿岸南部では虎舞の頭（権現様）を持って正月・小
正月に家々の悪魔祓いを行っており、年中行事として欠かせな
いものである三陸の人々のくらしは常に海や山といった自然と
の対話の上に成り立つものであり、よりよく生きるために豊漁・
豊作を願い、悪霊退散の祈りを捧げる。これが虎の偉大な力、い
わゆる虎舞という芸能を生みだし、今も活発に舞われているの
だろう。

大槌虎舞協議会／おおつちとらまいきょうぎかい
（岩手県上閉伊郡大槌町）
虎舞は岩手県三陸沿岸部を代
表する勇壮な芸能である。漁
師・船乗りの安全を願って虎
に願掛けしたことが由来とも
いわれ、祭りに欠かせない芸
能で若者も多数参加している。

大槌虎舞協議会は、平成２年、大槌町郷土芸能保存団体連合会
発足と同時にスタートした。震災後は安渡虎舞・向川原虎舞・
陸中弁天虎舞・城山虎舞の４団体の連合体として活発な活動を
続けてきた。ただ合同で虎舞を披露するだけではなく、加盟団
体の親睦を深めつつも互いの技術の向上、社会貢献等を目的と
している。今回はこの４団体の選抜メンバーによる虎舞が披露
される。

根白虎舞／こんぱくとらまい（岩手県大船渡市三陸町吉浜）
根白虎舞の発祥は不明だが、明治時代
に現在の県知事にあたる県令が吉浜を
巡視した際の歓迎の余興として、途絶
えていた「虎舞」を復活させ、以後今日
まで続いている。近松門左衛門の浄瑠
璃『国性爺合戦（こくせんやかっせん）』
の中の「虎退治」のエピソードを舞踊化
したもので、和藤内（わとうない）と虎
の戦いが見ものである。三陸南沿岸に
あって本物の虎に近い頭や格好をして
いるのも貴重である。

碁石七福神／ごいししちふくじん（岩手県大船渡市末崎町）
今から750年前、松島にある
青松寺を北条時頼の軍勢が
襲った際、隠れ残った僧兵ら
は船に宝物や食糧を積んで北
へ進み、碁石沖に漂着した。
毎夜、沖の船から聞こえる笛
や太鼓の囃子に気づいた地元

住民たちにより船は泊里浜に引き上げられ、熊野神社として祀
られた。碁石沖では漁船の遭難が多く、死者の供養と五穀豊穣、
家内安全、商売繁盛、大漁祈願のために七福神舞が出来たとされ、
熊野神社の祭事で奉納される。演目では七人の神が囃子に合わ
せて軽快かつダイナミックな舞いを披露する。

鵜住居虎舞／うのすまいとらまい（岩手県釜石市鵜住居町）
鵜住居虎舞は、江戸時代中期
に岩手県沿岸上閉伊郡より伝
わったとされる。当地の祭礼
に奉納される太神楽の拍子を
取り入れたようにも思われる
趣きを持ち、虎頭は優雅で「雌
虎」と言われる。また、手踊

りの演目が多いのが特徴である。鵜住（うのすみ）神社に奉納す
る舞であり、鵜住神社祭典には御神輿の御供として参加している。
昭和中期頃まで「若者會」により継承していたが、その後「鵜住居
青年会」が継承している。

門中組虎舞／かどなかぐみとらまい（岩手県大船渡市末崎町門之浜）
門中組虎舞は、門之浜・中井両地区に
て受け継がれており、三陸南沿岸（旧
伊達領）に多数見られる赤色の虎頭の
代表的な虎舞である。奪いたち神前に
進む様子を表現した「道中囃子」、虎が
獲物を求めて左右に首を振りながら驀
進する様子を表現した「地踊り」、遥か
彼方に獲物を見つけ奮然として薮越え
する様子を表現した「腰のり」、獲物を
追い猛り狂った虎が岩山に立ち上がり

狂乱する様子を表現した「首のり」、四方をにらみながら勇姿を
鼓舞する様子を表現した「さがり」の5つの踊りからなり、アクロ
バティック的で迫力がある。

〈夕刻の部〉

ダンスと鹿踊と風景を楽しむ
レストハウス前の広場から会場を移し、美しいリアス式
海岸や松林の中や椿館横のステージなど、周りの様々な
場所で、全国からのダンスが繰り広げられます。観客は、
宝物探しのように移動しながらダンスに出会います。海
風が吹き渡り、緑あふれる自然の中、どんなダンスが現
れるでしょうか。そして、会場のどこかから、太鼓の調
べが聞こえてきたら鹿踊のはじまりです。大船渡市から
2つの鹿踊の団体が出演し、自然豊かな会場の海や山を
背景に踊ります。

サイトスペシフィックダンス
「生命の森 ―
足あとから風景になる」
全国からの公募で集まった７組のダンスです。それぞれ
が踊る場所を選びました。ひとつのダンスが約10分です。
移動しながら、あなたのダンスを発見してください。

岩下徹
〈山海塾〉舞踏手。ソロ活動で
は〈交感（コミュニケーション）
としての即興ダンス〉の可能
性を追求。1957年東京生まれ。
石井満隆ダンスワークショッ
プで即興を学び、83年ソロ

活動開始。かつて精神的危機から自分のからだを再確認するこ
とで立ち直ったという経験を原点とするソロダンスは、等身大
のからだひとつで立つことから始まり、場との交感から生まれ
る即興として踊られる。代表作に、「放下」、「みみをすます」、音
楽家との即興セッション等。1988年より湖南病院（精神科）でダ
ンスセラピーの試みを継続実施中。日本ダンスセラピー協会顧問。
京都造形芸術大学、桜美林大学、神戸大学、滋賀県立総合保健
専門学校非常勤講師。撮影：清水俊洋

気仙沼バレエソサエティ
1996年、横田香也・高橋知
子によって設立された気仙沼
唯一のバレエスクール。創立
15周年公演目前、東日本大
震災により横田講師は帰らぬ
人となり、スタジオ設備全て
が流出。残された高橋講師は

このままスタジオを続けるべきか悩んでいたが、生徒達からの
再開を切望する声により、2012年1月、公民館などにて活動を
再開。“復興は文化や芸術を含めた豊かな環境なくしては成り立
たないものだ”と確信した高橋講師は、2013年8月、一念発起、
新しいスタジオをゼロから再建した。振付：前田新奈（元新国立
劇場バレエ団ソリスト）出演：吉田かれん、西條夏妃、齋藤花音、
星結衣、小山美咲、大部仁、上杉美穂、前田新奈

佐成哲夫
1996年多摩美術大学卒業。在学中よ
り演劇を中心にダンス、映像を学ぶ。
1998年自らのカンパニーを立ち上げ
グループワークでの作品創りをするも
2004年に活動休止。以後、劇場に限
らず、様々な「場」での即興的なソロパ
フォーマンスを軸に活動する。また、
他作品への出演や北九州の劇団、飛ぶ

劇場の「機械がみれる夢が欲しい」「IRON」など演劇作品への振
付も行う。1998年2000年バニョレ国際振付賞ジャパンプラット
フォームに選出される。SPAC振付コンクール 2001にて
「monument」が最優秀賞受賞。ダンス白州、DI Dance（ソウル）、
なぱフェス、鳥の演劇祭などに参加。撮影：GO

しおめも　
「しおめん」こと石山優太のプ
ロジェクトユニット。2012
年4月『すん』を発表。2013年
5月、F・アラバールの戯曲『戦
場のピクニック』を上演し、
ジャンルを越えて好評を得る。
8月には『tig』を発表し、同作

品で幼稚園パフォーマンスも行い、そのキャッチーな作風で子
供たちの心をつかむ。2014年3月に新作『ワタシノ』を発表。ダ
ンス的要素を用いながら、楽しいだけじゃない、心に何かを残
せる作品づくりを目指している。撮影：松本和幸

栩秋太洋
（トチアキタイヨウ）ダンサー・
俳優・演出家
taiyotochiaki &Co.主宰。
1998－2009年「山海塾」ダン
サーとして30カ国以上で公演。
近年は、体と町をフィールド
にした調査・観察を創作の中

心とし、表現の始まりにある身体感覚を捉えようと試みている。
活動は多岐に渡り、ひとつのテーマを映像、造形、パフォーマ
ンス、イベントなど、多様な切り口から弄ぶ。
http://tochiakitaiyo.com/

SATOMIKI ∞ 平島聡
SATOMIKI （佐藤美紀・サ
トウミキ）　ダンス　
幼少の頃よりモダン、クラシッ
クバレエ、ジャズダンスを学
ぶ。インテリアデザイナーを
経て、バリ島にてレゴンダン
スを学んだ事を機会に、ダン

ス活動を開始。intermedia performance unit nest、香港のユー
リ・ンはじめ、オランダ、カナダなどでもプロジェクトに参加。
2006年新国立劇場委託作品［ c - e ］など。
平島 聡（ヒラシマサトル）　カホン
’86年から音楽/舞台活動を開始、’99年鈴木眞澄スペイン舞踊団
に参加以降、東京をはじめ、日本各地の舞台でフラメンコ伴奏
者として活動中。また、各種演奏会やレコーディング、演劇、リー
ディング、ダンスなど、多岐に渡る国内外での公演活動を展開。

hazy moon

hazy moonは日本語で、お
ぼろ月。ダンサー市川まやの
呼びかけで、井澤佑治、井上
繭加、竹ち代毬也、ミュージ
シャンの廣樹輝一が集まり、
おぼろ月の夜に結成。おぼろ
げに思っていることを淡々と濃厚に実行する。

永浜鹿踊／ながはまししおどり（岩手県大船渡市赤崎町永浜）
永浜鹿踊は迎山流（ぎょうざ
んりゅう）を名乗り、江戸中
期に住田町有住の鹿踊を招
来した志田家が庭元（にわも
と・踊りや道具の一切を取
り仕切る家）として活動の中
心を担っている。踊りその

ものに力点を置き、身を軽くするため他の鹿踊に比べ小さめの
鹿頭を使用し、勇壮活発な踊りを見せる。踊り手の体を覆う幕
は海を思わせる青色で沿岸の鹿踊らしく、また中立（なかだち・
親、リーダー）の装束に描かれた「波に白兎」は気仙地域では珍
しいデザインである。

前田鹿踊／まえだししおどり（岩手県大船渡市猪川町前田）
仰山流（ぎょうざんりゅう）を
名乗る鹿踊で、伊達政宗公時
代に宮城県本吉郡入谷村（現
南三陸町）の四郎兵衛という
鹿踊の師匠の弟子、善九郎が
日頃市村（現大船渡市日頃市
町）の金山に働きに来ていた

貞亨年間（1684-1687）中に当地に伝えられたと言われている。
盆の供養を中心に寺や初盆の家のほか、秋祭りや猪川町の氏神
御祖神社の式年祭などで踊られる。演目は9頭立てで子鹿が加わ
ることが特徴で、小学生などがこの役を務める。

〈夜の部〉

三陸・韓国・インドネシア、
郷土芸能の競演

太陽が姿を隠し始めると、山や海の向こうから神や獣（マ
レビト）がこっそりと、豊饒と鎮魂をたずさえやってくる。 
闇は人と神を認識させない。 人と神（マレビト）が交じ
り合い、やがて大きな渦を作り出す。 渦の中で人も神
も同じベースで喜び悲しみ楽しみ、時に人間らしく、時
に神に姿を変える。そして渦は緩やかにほどけ、それぞ
れのふるさとへと帰っていく。

会場：碁石海岸キャンプ場 

コミュニティダンス「時の輪 ―
 Passing through our body.」
（出演者募集！）

コミュニティダンスは、子供から高齢者まで、ダンス経
験の有無・性別・障がいに関わらず、「誰もがダンスを創
り、踊ることができる」という考えのもと、アーティス
トが関わり、地域の方々と共に創るダンスです。参加者
一人一人から出てきた動きをダンスにしていきます。福
岡在住のダンスアーティスト・マニシアは、昨年秋に大
船渡に1か月間滞在し、この地域の方々や文化、郷土芸
能に触れ、ぜひこの芸術祭の中で三陸のみなさんと共に
ダンスを創りたいと思い、ワークショップを重ねてきま
した。生まれたてのダンスをお楽しみください。

構成・演出　マニシア／アシスタント　手代木花野

マニシア／Manizia　
振付家・ダンサー
アメリカNYでのダンス活動後、
90年に福岡に移り住み、「ダン
スで国際交流」を目的にイン
ターナショナルダンスネット
ワークを結成。子どもたちや

親子のグループ、福岡住在外国人たちとダンス作品を創り上げ、
13回に渡りストリートチルドレン救済チャリティー公演を開催
する。現在は06年に結成した障がい者とプロのコラボダンスグルー
プWaLEwalewOrks（ワレワレワークス）と共に作品発表を継
続している。05年ギリシャ、09年イギリス、11年イタリアで開
催されたヨーロッパアートセラピー会議でダンスの方法論の発
表を兼ねたワークショップを行う。他、アメリカNY,コスタリカ、
ギリシャ、イギリス、イタリアで作品発表。http://dance-
samadhi.petit.cc/grape5/

韓国農楽（韓国・高敞）
演者も観客も皆で豊作を祈る。祈りの方法は舞踊と音楽。
天に響く様々な音は豊作の神々を呼び、地をはねる足音
は地の神を呼び覚ます。

韓国の南西部に位置する、
全羅北道（チョルラプッド）
高敞郡（コチャングン）の
伝統芸能「高敞農楽」を伝
承する団体。農楽は、砂
時計型をした両面太鼓

「チャング」や、天高く響く鉦「ケンガリ」などを身につけ
て舞い踊る芸能で、韓国の打楽器音楽「サムルノリ」の原
型として知られる。
高敞農楽は2000年に全羅北道無形文化財第7-6号に指
定され、2006年より社団法人として活動。高敞の地域
色を活かした農楽を目指し、地元での行事開催やソウル
などの都市での舞台公演の企画上演などのほか、高敞農
楽伝授館を運営して、地域住民や大学生らに教育を行っ
ている。保存会には70人余りの会員が所属しており、
なかでも農楽をプロとして伝承する7名の演奏者が中心
となっている。
今回はそのうち精鋭の6名のメンバーが来日し、村祭り
のなかで演じられてきた農楽のなかでも、もっとも音楽
的・舞踊的な技巧が凝縮された「パンクッ」の演目を中心
に披露する。村祭り的な力強さや奥深さ、そして現代の
人々にも通じるモッ（粋、カッコ良さ）とマッ（味、色合い）
を楽しんでほしい。

高敞農楽保存会
李洸休（イ・グァンヒュ）／ケンガリ 
林承奐（イム・スンファン）／チン 
丘在然（ク・ジェヨン）／チャング 
朱永瓏（チュ・ヨンロン）／プク 
任誠俊（イム・ソンジュン）／ソゴ 
李性洙（イ・ソンス）／テピョンソ 

神野知恵（かみの・ちえ）／通訳、コーディネーター

バリ舞踊・ガムラン（インドネシア）
ガムランの波のような折り重なる音楽。選ばれた人間が
神に舞踊の体を捧げ、豊饒を約束する。

〈バリ舞踊〉
インドネシアのバリ島では、バリ・ヒ
ンドゥー教寺院の祭礼や儀礼、冠婚葬祭、
パーティーなどで、必ずさまざまな芸
能が演じられます。なかでも踊りは最
も欠かせないものの１つ。村々には自
慢の踊り手がおり、神様に捧げると同
時に人々を楽しませる、優れた存在と
して、人々に尊敬されています。
バリ島きっての芸能の宝庫、ギャニャー
ル県スカワティ郡シンガパドゥ村より

来日の３名は、いずれも幼少期より舞踊劇・音楽芸能などに親
しみ、当たり前のように自らも踊り手として、祭礼や儀礼、コ
ンテストや芸術祭等で活躍しています。
精緻かつダイナミックな表現で、男性仮面舞踊手として現地で
有名なチョコルダ・アリット・アルタワンは、画家・造形作家
としても才能を発揮、現在、国立芸術大学においてヴィジュアル・
コミュニケーション・デザインの講師を担当。その姪と相方の
ペアは中学生、宮廷舞踊「レゴン」を活き活きと魅せてくれます。
また、日本人舞踊家の３名は、バリ舞踊家として数々のステー
ジに立ち、バリ舞踊教室で講師を務めるなど、各地で活躍中です。

〈ガムラン〉
ガムラン gamelan は、イン
ドネシアに主にみられる、銅
鑼や鍵盤打楽器、竹笛などに
よって編成される合奏音楽で
す。楽器は青銅製、竹製など、
地域によって様々な種類があ
り、特に、ジャワ島とバリ島

のガムランは個性的で優れた音楽として、世界の音楽家・研究
者たちに広く知られています。
演奏は、日本を代表する実力派ガムラン・グループ、トゥラン・
ブーラン Terang Bulan（インドネシア語で「明るく輝く月」とい
う意味）。ガムラン奏者、櫻田素子によって3～20名前後まで自
在に編成され、ダンサーとの数々の共演の他、バリ伝統曲、オ
リジナル作品、コラボレーションなど、東京・神奈川を中心に
各地で精力的に演奏活動を行っています。2009年バリ芸術祭、
2014年バリ島でのゴング・クビャール100周年記念祭にて公演、
その演奏力とオリジナリティは現地でも高い評価を受けています。
http://www.yk.rim.or.jp/~onmoto
CD『ガムランの小箱』（honeypancake）、櫻田素子著書：『ガム
ラン、ゆらぎの音色』（CD付き、プリズム社） 

バリ舞踊（チョコルダ・アリット・アルタワン Cokorda Alit Artawan
／チョコルダ・イストゥリ・アナスタシア・ウェダリ Cokorda Istri 
Anastasia Wedari／ニ・カデ・ドゥイ・ダルマ・プリアンティ
ニ　Ni Kadek Dwi Dharma Priantini／荒内琴江／小泉ちづこ）
ガムラン演奏：トゥラン・ブーラン Terang Bulan（櫻田素子／
秋山ゆかり／軍司愛／丹野幸枝／錦織照子／横山友美／若林康
明／渡辺泰子）　
ガムラン＆舞踊コーディネート：櫻田素子（Terang Bulan主宰）

金津流獅子躍大群舞
ついに姿を現した72頭のシシ。地を轟かすステップと
ササラによる禊ぎは豊饒の大地を固め、さまよう魂をも
鎮める。シシの中心である中立は北極星であり、他のシ
シは北斗七星と小さな星たち。盤石不動の北極星が私た
ちの行き先を方向付け、拡がる。

金津流獅子躍大群舞／かなつりゅうししおどりだいぐんぶ
（岩手県奥州市、大船渡市、花巻市、宮城県大崎市、神奈川県
横浜市）

金津流獅子躍は岩手県南から
宮城県北に広く伝わる鹿角を
つけ、背中にササラという依
代を背負い、腰にさげた太鼓
を叩きながら踊る鹿踊の一流
派であり、「獅子躍」と名乗る
ことが多い。祖霊供養・悪霊

退散・五穀豊穣を祈願し、寺院や民家の庭で踊られ、かつ神社
の例祭に奉納する神事芸能として伝承されてきた。金津流獅子
躍は鹿踊の中で踊りや装束が洗練されている流派であり、また
伝承に関わる儀式も伝統に則り厳格に守られている。金津流は
技芸の伝承も厳しく、全団体が一糸乱れぬ踊りが出来るのが特
徴であるが、今回は9団体が史上初めて一堂に会し、荘厳華麗な
群舞を披露する。
金津流獅子躍大群舞（金津流石関獅子躍・金津流梁川獅子躍・金
津流伊手獅子躍・金津流軽石獅子躍・金津流野手崎獅子躍・丹
内金津流獅子躍・金津流浦浜獅子躍・金津流松山獅子躍・金津
流横浜獅子躍 以上金津流9団体）

グランドフィナーレ
夜空の星のもと、一面に緩やかに浮かびあがるのは、魂
の踊り、精霊のうた。境界を越えて大地と空と海が溶け
合い、人間賛歌が響き渡る。
三陸、韓国、インドネシアの郷土芸能、さまざまなダン
ス、そしてお客様も一緒に踊りましょう！

【出店について】 地元の飲食店や物産店が出店し、海の幸、山の幸、
美味しいお酒もご用意しております。お子様にはかき氷などの
メニューもありますよ。
★碁石海岸レストハウスで、お食事やお土産ショッピングもお
楽しみいただけます！
協力：碁石海岸レストハウス

柿内沢鹿踊／かきないざわししおどり（岩手県気仙郡住田町世田米）
鹿角を付け、背中にササラと
いう依代（よりしろ）を背負い、
腰にさげた太鼓を叩きながら
踊る踊りで、寛永4年（1627）
の古文書に記されている旧世
田米村の肝入（村長）登戸屋敷
弥市の子孫加蔵の代の寛政元

年（1789）に、矢作村馬越（現陸前高田市矢作町）より伝授された。
加蔵は若くして妻を失い、愛児一人と馬一頭が残された。途方
にくれていたが、馬を売って矢作村に行き、鹿踊を習い、妻の
霊前で踊ったという。一関市大東町を中心に分布する行山流（ぎょ
うざんりゅう）山口派に属し、活発で勇壮な動きをする踊りである。

バリ舞踊
チョコルダ・アリット・アルタワン　Cokorda Alit Artawan／チョコ
ルダ・イストゥリ・アナスタシア・ウェダリ　Cokorda Istri Anastasia 
Wedari／ニ・カデ・ドゥイ・ダルマ・プリアンティニ　Ni Kadek 
Dwi Dharma Priantini／荒内琴江／小泉ちづこ／守屋圭子

ガムラン演奏
トゥラン・ブーラン Terang Bulan（櫻田素子／秋山ゆかり／軍
司愛／田中沙織／丹野幸枝／錦織照子／横山友美／渡辺泰子）　
※バリ舞踊、ガムラン説明は8/23のプログラムに有り

〈三陸とアジア②〉

バリ蔵 in 
Sumita Clutch
沿岸部の大船渡市、陸前高田市、内陸部住田町の二市一
町は気仙地域と呼ばれ、古くから交流も盛んです。その
ひとつである住田町は清流気仙川や種山ヶ原、五葉山、
滝観洞など自然豊かな町であり、古くから宿場町として
発展した町です。川が流れ土蔵が建ち並ぶ町並みはとて
も美しく、歴史を感じることができます。
『バリ蔵in Sumita Clutch 』では、その土蔵でガムラン
を上演します。また、参加者の方々と、音のなるもの、
手作り楽器などで合奏したいと思います。
土蔵に響き渡る音と音、暑い夏のハーモニーをお楽しみ
ください。

日時：8月18日（月）19：00-21:00
会場：住田町「Sumita Clutch」
住所：岩手県気仙郡住田町世田米字世田米駅78
 入場無料

〈三陸とアジア③〉

気仙沼
BALINIGHT
気仙沼BALINIGHTでは「海のつながり」をキーワード
に、地元の方と気仙沼に生活の基盤を持つ海外の方たち
との橋渡しを目的にしたイベントを開催します。 気仙
沼ではインドネシア文化が身近であり魅力あるコンテン
ツなので、言葉の壁を超えて食や音楽、そしてダンスを
通じ紹介するプログラムを予定しています。お互いの文
化への理解が深まり、新しい関係性を築く機会になるこ
とを期待します。

日時：8月19日（火） 

12:00-15:00
会場：気仙沼市「斉吉商店「ばっぱの台所」」
住所：宮城県気仙沼市本郷6-11 斉吉商店2階
 参加料有料

カツオを使って、気仙沼、インドネシアの調理方法を習
います。海を回遊するカツオがそれぞれの土地にたどり
着いた時、どんな料理となっているのでしょうか。食を
通して各地の生活や文化にも触れたいと思います。

19:00-21:00 

会場：気仙沼市「K-port」 
住所：宮城県気仙沼市港町1-3
 参加料有料

バリの調べに触れながら、夏の夜のひとときをお過ごし
ください。さまざまな文化や人が交流する時間としたい
と思います。

参加料金の詳細はウェブサイトにてご案内いたします。

〈三陸とアジア①〉

三陸気仙地域と
インドネシア、
郷土芸能でつながる
気仙地方の中心に位置する箱根山。その山頂からは大船
渡市、陸前高田市、気仙沼市の海が見渡せます。それら
の土地で活躍した気仙大工と呼ばれる技術者集団。彼ら
の技術の髄が培った建物と、遥かに望む海を背景に、気
仙地域の芸能が集い、また海の向こうからはバリの芸能
も集います。
庭の演目、座敷の演目を楽しみ、土間では郷土のおもて
なし料理を味わいながら、身近に郷土芸能に触れ、交流
できる機会となります。

日時：8月17日（日）14:00-20:30
会場：陸前高田市「気仙大工左官伝承館」 
住所：岩手県陸前高田市小友町茗荷1-237

入場無料：300人限定、要整理券
申し込み方法：Ｅメールにて、「件名」に「8月17日整理券希望」と
書いて、お名前と希望人数を記入して、info@sanfes.comまで
お送りください。整理券をメールにてお送りいたします。先着

順になります。定員になり次第、締め切りとさせていただきます。

陸前高田うごく七夕まつり森前組有志会／
りくぜんたかたうごくたなばたまつりもりまえぐみゆうしかい
（岩手県陸前高田市高田町森の前）

うごく七夕とは、陸前高田市
高田町に伝承されている七夕
祭りである。
鮮やかな七夕飾りや電飾で飾
り付けられた山車（だし・木
製の台車）の上に笛吹きや大
小様々な太鼓を載せ、豪快に

囃し立てながら町内を練り歩いた。東日本大震災では森の前地
区も大きな被害を受けたが、先祖の霊への感謝、鎮魂の祭りと
して復活し、毎年8月6日、7日に行われている。

金成百姓踊り／かんなりひゃくしょうおどり
（岩手県陸前高田市横田町金成）

金成百姓踊りは陸前高田市横
田町の金成地区に伝わる郷土
芸能。昭和初期の農作業を再
現した芸能で、地区の女性住
民を中心に受け継がれている。
笛や太鼓のお囃子にあわせて、
田んぼの土の堀り起こしから

田植え、稲刈り、脱穀までの一連の農作業を表情豊かに生き生
きと表現している。

小鯖神止り七福神舞／こさばかどまりしちふくじんまい
（宮城県気仙沼市唐桑町）

七福神舞は古くから慶事の席
などに招かれ舞われてきたが、
昭和23（1948）年からは、航
海で主人の留守を預かる婦人
たちが舞う女性だけの七福神
舞になった。太鼓、笛、鉦を
鳴らし唄い手の囃し方にのせ

て神々が次々に舞う。大黒天は豊年万作・子孫繁栄・万世平和、
恵比寿は大漁を祈り、福禄寿は家内和合、毘沙門天は四方八方
の厄を払い、寿老人と布袋は仲良く長寿を、弁財天は無病息災
を願い、それぞれの特技を演じる。

たらじがね（岩手県大船渡市三陸町越喜来崎浜）
大船渡市三陸町越喜来の崎浜
地区に伝わる小正月行事。わ
らみの（藁を編んで作られる
衣服の上にまとう外衣）や米俵、
恐ろしい面を付けた鬼がこど
ものいる家々を回り「言うこ
ときがねわらし（こども）はい

ねがぁ」などと迫る。こどもの健やかな成長と五穀豊穣を願う、
秋田の“なまはげ”に似た行事である。

広田御祝い／ひろたごいわい（岩手県陸前高田市広田町）
広田御祝いは気仙地方に伝わ
る貴重な民謡の一つ。本来は
海の歌であるが、祝歌として
欠かせない座敷歌でもあり、
婚礼・新築祝い・大漁祝いな
どの祝いの席では必ず歌われる。
宮城県沿岸部に伝わる代表的

な民謡「遠島甚句（としまじんく）」の同類で、古いものは歌いだし
の「ハァー」というかけ声や囃子言葉もなく、すぐに歌いだす。

田束剣舞／たつがねけんばい（岩手県陸前高田市小友町田束）
田束剣舞は仮面と鎧を着け、
念仏とともに踊る芸能で、江
戸時代、小友町田束山善性寺
の和尚により、本尊供養の開
帳の際に奉納されたのが始ま
りと言われている。明治以降
いったん途絶えたが、大正時

代に住田町世田米（せたまい）から田束地区に婿養子となった兄
弟により陸前高田市横田の槻沢剣舞（つきざわけんばい）の踊り
が田束地区の青年有志に伝えられた。毎年8月17日に善性寺に集
まった住民の前で剣舞が奉納される。

〈三陸、地域のお祭り〉

第40回
三陸港まつり
大船渡市三陸町の催し“三陸港まつり”は、東日本大震災に
よる被害が大きく、開催が危ぶまれました。しかし、越喜
来の住人が中心となって、震災の年以降も“鎮魂の祈りと
復興の大祈願” をスローガンに、開催を続けてきました。
三陸町が活気あるまちとなるために、この“三陸港まつり”
を三陸町が一丸となって、開催する事が住人の願いであ
ります。また、今回の三陸国際芸術祭との併催により、
更なる祭の復興による“まちおこし”を期待しています。
津波による甚大な被害から、まず初めに立ち上がったの
が、剣舞と鹿踊の郷土芸能。鎮魂と再生を祈念し、自然
への感謝と畏怖を胸にした三陸国際芸術祭の立ち上がり
にふさわしいお祭りプログラムです。

日時：8月16日（土）14:00－20:30
会場：大船渡市三陸町越喜来中学校グランド
住所：岩手県大船渡市三陸町越喜来字前田41
 入場無料

黒岩鬼剣舞／くろいわおにけんばい（岩手県北上市黒岩）
鬼剣舞は盆の精霊供養である
念仏踊りの一種で、北上市を
中心に圧倒的な人気を誇る民
俗芸能である。沿岸部気仙地
方の剣舞は、平家の亡霊を弁
慶が鎮めたという伝承が多い
が、北上市の鬼剣舞は仏（五

大明王）を表すとされる。威嚇的な鬼の面は実は仏の化身であり、
また剣舞（けんばい）という言葉は修験者が悪霊退散のために地
を踏みしめる呪法「ヘンバイ（反閇）」に由来するもので、念仏の
力で世の平和を願い勇壮に踊る。黒岩鬼剣舞は2002年に黒岩の
三木坊、舘地区で二子鬼剣舞の指導を受けて発足した。当日は
子供による気迫あふれる剣舞が披露される。

千歳明神太鼓／せんざいみょうじんだいこ　
（岩手県大船渡市三陸町吉浜千歳）

千歳明神太鼓は大船渡市三陸
町吉浜地区の千歳部落に伝わ
る太鼓の集団である。約50
年前から、地元在住の10代
から30代の若手を中心に活
動してきた。震災前は吉浜の
五年祭や祝い事などの場で活

動していたが、震災後は復興イベントなどに積極的に参加し、力
強い太鼓の演奏で地元に元気を与えようとメンバー一丸となっ
ている。

川原鎧剣舞／かわらよろいけんばい（岩手県大船渡市立根町川原）
川原鎧剣舞は壇ノ浦で滅亡し
た平家一門が、武者の亡霊と
なって源義経一行を苦しめた
際に、弁慶が経巻を取り出し
経文を読み上げて退散浄仏し
た様子を演舞化したものとい
われ、それぞれの役割を表す

仮面をかぶり、鎧を着けて踊る。1772年以来、盛衰を繰り返し
ながら伝承され、昭和11年（1936）に川原、久保両地区の有志に
より現在の剣舞が再興され、今日に至っている。

浦浜念仏剣舞／うらはまねんぶつけんばい　
（岩手県大船渡市三陸町越喜来浦浜）

浦浜念仏剣舞は、発祥等は不
詳だが、その地形から陸の孤
島と呼ばれた三陸町越喜来の
浦浜地区の地元民による素朴
な芸能として伝承されている。
念仏和讃にのせ仮面をかぶっ
た踊り手に焼香をさせる作法、

中踊りでの蹲踞（しゃがみこみ）、後半の剣を振りかざし阿修羅
の如く激しい戦いを演ずる豪放磊落な気風が特徴であり、青年
やこどもたちへの後継者育成活動も活発である。

金津流浦浜獅子躍／かなつりゅううらはまししおどり
（岩手県大船渡市三陸町越喜来浦浜）

浦 浜 地 区 に は、享 保 8年
（1723）仙台藩主伊達吉村公
が藩境巡国の際に、勢子3千
人を率いて越喜来浦浜で鹿狩
りをしたことが由来とされる
鹿踊があったが途絶えていた。
平成2年、浦浜の11人が金津

流梁川獅子躍（奥州市江刺区）に入門し、稽古を経て翌年「頭渡し
の儀」を挙行。大正後半に姿を消した浦浜鹿踊が約80年ぶりに「金
津流浦浜獅子躍」として新生復活した。

バリ舞踊
チョコルダ・アリット・アルタワン Cokorda Alit Artawan／チョコ
ルダ・イストゥリ・アナスタシア・ウェダリ Cokorda Istri Anastasia 
Wedari／ニ・カデ・ドゥイ・ダルマ・プリアンティニ Ni Kadek 
Dwi Dharma Priantini／荒内琴江／小泉ちづこ
ガムラン演奏
トゥラン・ブーラン Terang Bulan（櫻田素子／秋山ゆかり／軍
司愛／田中沙織／丹野幸枝／錦織照子／横山友美／渡辺泰子）
※バリ舞踊、ガムラン説明は8/23のプログラムに有り

人はその長い営みの歴史の中で、様 な々ものを生み出してきました。生まれることを繰り返しながら、必要なものそして美しいものが存在し続けています。
東北三陸地域の豊かな自然の中生まれたのが、数 の々郷土芸能です。自然への敬意と畏怖の念を持ち、そして魂を弔い、歌い踊る。その姿には胸を打たれることでしょう。
海の向こうにも、自然と人の営みから生まれた芸能が存在します。三陸の自然の中、インドネシア・バリ島、韓国・高敞との繋がりを、音楽や踊りから感じたいと思います。
人には身体で感じ取る力があります。そして身体で表現する力があります。ダンスや演劇、音楽そして郷土芸能にはその力があるからこそ、今日まで存在し続けることができたのです。
三陸国際芸術祭は、その力を存分に発揮し、感じ取り、次なる巡り合いが生まれる場でありたいと願います。

【地域プログラム】
8月15日（金）居場所ハウス『盆踊り大会』
住所：岩手県大船渡市末崎町字平林54－1

【お問合せ】
サンフェス事務局（みんなのしるし合同会社内）
022-0002　岩手県大船渡市大船渡町字地の森27-10 2F 
TEL　0192-47-5123　（平日10時-15時　土日祝除く）
FAX　0192-47-5125
MAIL　info@sanfes.com
ウェブサイト　http://sanfes.com/

【アクセス】
主な会場まで
■越喜来中学校－三陸鉄道「三陸駅」より徒歩10分
■気仙大工左官伝承館－BRT「小友駅」より徒歩50分
■碁石海岸キャンプ場－岩手県交通バス碁石線「碁石海岸駅」より
徒歩40分
＊気仙大工左官伝承館、碁石海岸キャンプ場はBRT各駅からシャト
ルバスを運行予定。詳細はウェブサイトにてご案内いたします。

〈東京・東北各地から〉
■電車
JR東北新幹線「一関駅」→JR大船渡線（気仙沼行き）「気仙沼駅」→JR
大船渡線BRT（盛行き）「小友駅」「碁石海岸口駅」「盛駅」など下車
JR「盛駅」→三陸鉄道南リアス線（釜石行き）「三陸駅」下車

■バス
高速バス　岩手県交通 けせんライナー　「池袋」→「気仙沼市役所前」
「陸前高田市役所仮庁舎」「盛・サンリアSC前（大船渡）」

特急バス　岩手県交通　JR「一関駅」→ 「気仙沼駅前」「陸前高田市
役所仮庁舎」「盛・サンリアSC前（大船渡）」

詳しくはウェブサイトをご覧ください。

＊注意事項
雨天の場合
8月16日の越喜来会場と23日の碁石海岸会場は、野外公演です。
小雨決行ですが、台風など荒天の場合は、それぞれ下記のように対
応します。

8月16日（土）越喜来会場 ───中学校体育館にて開催
8月23日（土）碁石海岸会場 ──8月24日（日）に順延します。
詳細はウェブサイトにて発表します。

野外会場は、必ず日よけの帽子をお持ちください。各会場は自由に
見て回れるように椅子は用意していませんので、各自敷物などをお
持ちください。小雨に備えてのレインコートなどもお持ちください。
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